
第6学年 算数科学習指導案 
日  時 平成 20 年 7 月 4 日（金）    6 校時 
授業者 ばっちりコース  (ひまわり 1)   菊池 和恵        

(ひまわり2)   太田 和美 
       しっかりコース   (6年 2組)   島守 由貴 
       チャレンジコース   (6 年 1 組）    佐々木健一 

   
１ 単元名 分数のかけ算とわり算を考えよう（１）  
 
２ 単元について 
（１）教材について 
   分数の学習について第4学年では，分数の表し方とその意味や分数の性質を学習した。第5学年で

は，同分母分数についての加減算を学習し，第6学年で異分母分数の加減算の学習をしている。また，

わり算の結果を分数で表せることを第5学年で学習している。 
   これらの学習をもとに本単元では，分数×整数，分数÷整数，分数×分数を扱う。その次の単元で

は，分数÷分数の計算と分数の乗除の意味の拡張を行い，小学校での分数の学習は終了する。いずれ

も計算の意味の拡張と既習の計算でどのように活用し帰着させるかが単元の学習のポイントであり，

本単元で獲得した内容や学習経験が直接次に生かされることになる。中学校では，さらに負の数や無

理数まで拡張し，文字を使った計算を学習する。その素地となるように小数や分数の計算の意味を十

分に理解させ，計算を確実にできるようにしていきたい。 
   
 
（２）児童について 

6 年生の児童に算数に対する意識調査を実施した結果，算数が好きと答えた児童は，どちらかとい

うと好きと答えた児童も含めておよそ8割いる。習熟の程度に応じたコース別の指導を3年生から行

っているため，算数の学習はわかると感じている児童が9割いる。しかし，表現処理はできているも

のの，数学的な考え方が弱いという実態もある。また，学力差が大きく自分の考えを持てない児童が

いるため「ばっちりコース」を2クラスにして指導してきた。 
児童は，分数について４年生から学習しているが，苦手意識を持っている児童が多く，分数はきら

いだと感じているようだ。レディネステストの結果を見ると，分数の異分母分数の加減算で通分や約

分がまだ定着していない児童や「1になるのは□の3個分」の答えに誤答が多かった。 
また，今までの授業を通して，自力解決したり，自分の考えを整理して発表したりする児童が増え

るように指導してきたが，授業の中で自分の考えを論理的に説明できる児童はまだまだ少ない。 
このことから，本単元では，これまでの児童の分数に対する苦手意識をいくらかでもとれるように

丁寧に指導していきたい。 
 

 
（３）指導にあたって 

これまでに学んできた計算をふり返る活動から導入し，その中で，整数・小数については加減乗除

すべて学習してきていることを確認する。分数に関しては，加減法は学習してきたが，乗除法につい

ては未習であることを知り，それを学習しようという意欲を喚起させる。そして，単元の学習計画・

ふり返りシートを用いて，学習の見通しを持たせると同時に，児童自身が分数の乗除の計算のしかた

を主体的に身につけていこうとする学習態度を育てたい。 
分数に整数をかける指導や分数を整数で割る指導では，どのコースでも数直線図や面積図を手がか

りに単位分数に着目させ解決していく。分数÷整数(分子÷整数がわりきれない)の指導の際には，既

習の学習を生かすようにそれぞれのコースによって算数的活動の工夫をし，解決に導いていきたい。 
分数をかける意味の学習では，乗数が整数の場合と対比して数直線図や言葉の式を手がかりにし，



乗数が分数の場合も数直線図の数量関係が同じであることを根拠に立式させる。また，計算のしかた

は，単位分数に着目して考える方法と乗法のきまりを活用して考える方法があるが，コースによって

は面積図も用いながら理解を深めさせたい。 
 
３ 単元の目標 

 

 乗数が分数である場合の乗法計算の意味と，分数×整数，分数÷整数，分数×分数の計算のしかたに

ついて理解し，それを用いる能力を高める。 

 

 〔関心・意欲・態度〕・分数×整数，分数÷整数，分数×分数の仕方を，分数の性質や既習の計算と関

連付けて考えようとする。 

 〔数学的な考え方〕 ・分数の性質や既習の計算をもとに，分数×整数，分数÷整数，分数×分数の計

算のしかたを考える。 

 〔表現・処理〕   ・分数×整数，分数÷整数，分数×分数の計算をすることができる。 

 〔知識・理解〕   ・分数×整数，分数÷整数，分数×分数の計算の意味やその計算のしかたを理解

する。 

 
４ 教材の関連と発展 
 
   第５学年            第６学年               中学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④分数のたし算とひき算 ③分数のたし算とひき算 

②小数のかけ算とわり算 

⑦小数のかけ算 

⑧小数のわり算 

⑫分数と小数 

⑥分数のかけ算とわり算(1) 

⑦分数のかけ算とわり算(２)

・正負の数の四則計

算(１年) 



５ 単元の指導計画と評価計画 
 

時 目  標    学 習 活 動  主 な 評 価 規 準 教材分析

観点 
1次 分数のかけ算とわり算（5時間）  

プロローグ 
・既習の計算について話し合い，未習の分数の乗除計算に興味・関心を高めるようにす

る。 

 １ 
・

２ 
○分数に整数をかける

計算の意味を理解す

る。 
○分数×整数の計算の

しかたを理解し，そ

の計算ができる。 

・ １㎗で 2/5 ㎡塗れるペ

ンキがあるとき，２㎗

で塗れる面積を求める

式を考える。 
・ 2/5×２の計算のしか

たを考える。 
・ 分数×整数の計算の

しかたをまとめる。 

【関】 分数×整数の計算のしか

たを，図を用いて考えよう

としている。 
【考】 分数×整数の計算を，単

位分数のいくつ分ととら

えて整数の乗法に帰着し

て考えている。 
【表】 分数×整数の計算ができ

る。 
【知】 分数に整数をかける計算

や分数×整数の計算のし

かたを理解している。 

概念形成 
原理把握 

３ ○分数×整数の計算

で，途中で約分でき

る場合の計算のしか

たを理解し，その計

算ができる。 

・ 3/8×４の計算のしか

たを考える。 
・ 途中で約分できる場合

の計算のしかたをまと

める。 
 
 

【考】 分数の乗法の計算のしか

たをもとに，工夫した計算

のしかたを考えている。 
【表】約分のある乗法計算ができ

る。 

 

４ 
 
 

○分数を整数でわる計

算の意味を理解す

る。 
 

・ ２㎗で 4/5 ㎡塗れるペ

ンキがあるとき，１㎗

で塗れる面積を求める

式を考える。 
・ 4/5÷２の計算のしか

たを考える。 

【考】 分数÷整数の計算を，単

位分数のいくつ分ととら

えて整数の除法に帰着し

て考えている。 
【知】 分数を整数でわる計算の

意味を理解している。 

概念形成 

５ 
本

時 

○分数÷整数の計算の

しかたを理解し，そ

の計算ができる。 

・ 4/5÷3 の計算のしか

たを考える。 
・ 分数÷整数の計算の

しかたをまとめる。 

【表】分数÷整数の計算ができ

る。 
【知】 分数÷整数の計算のしか

たを理解している。 

原理把握 

2次 分数のかけ算（4時間）  
１ 
・ 
２ 

●分数をかけることの

意味を理解する。 
●真分数×真分数の計

算のしかたを理解

し，その計算ができ

る。 
 

・ １㎗で 4/5 ㎡塗れるペ

ンキがあるとき，2/3
㎗で塗れる面積を求め

る式を考える。 
・ 4/5×2/3の計算のしか

たを考える。 
・ 真分数×真分数の計

算のしかたをまとめ

る。 
・ 計算練習をする。 

【考】 真分数×真分数の計算の

しかたを，図を用いて既習

の分数×整数，分数÷整数

の計算と関連づけて考え

ている。 
【表】 真分数×真分数の計算が

できる。 
【知】 分数をかける意味と真分

数×真分数の計算のしか

たを理解している。 

概念形成 
原理把握 



３ ○計算の途中で約分が

あるときは，約分す

ると簡単なことを理

解する。 
○整数×分数の計算の

しかたを理解し，そ 

の計算ができる。 

・ 8/9×3/10 の工夫した

計算のしかたを考え

る。 
・ 3×2/5 の計算のしか

たを考える。 

【関】 計算の途中で約分すると

簡単に処理できることの

よさに気づき，約分してか

ら計算しようとしている。 
【表】 途中で約分できる計算や，

整数×分数の計算ができ

る。 

原理拡張 

４ ○辺の長さが分数の場

合も面積を求める公

式が適用できること

を理解する。 
○数が分数の場合も交

換，結合，分配の法

則が成り立つことを

理解する。 

・ 縦が3/5m，横が7/8ｍ
の長方形の面積の求め

方を考える。 
・ 辺の長さが分数の場合

も，面積を求める公式

が適用できることをま

とめる。 
・ 数が分数の場合も，交

換，結合，分配の法則

が成り立つかどうかを

調べる。 

【考】 既習の整数，小数の計算

法則をもとにして，分数の

場合にも計算法則が成り

立つことを説明できる。 
【知】 分数の場合も，面積公式

が適用できることや，交

換，結合，分配の法則が成

り立つことを理解してい

る。 

原理拡張 

まとめ（2時間）  
１ ○学習内容に習熟す

る。 
 
 

・「力をつけよう」に取り

組む。 
【表】学習内容を正しく用いて，

問題を解決することがで

きる。 
 

 

２ ○学習内容の理解を確

認する。 
・「たしかめよう」に取り

組む。 
【知】基本的な学習内容について

理解している。 
 

※ 目標の●は，本単元の中の重点 
 
 
６ 本時の指導 
 

（１）本時の目標 
   分数÷整数の計算のしかたを理解し，その計算ができる。 
 
（２）本時の主な評価規準 
  【表】分数÷整数の計算ができる。 
  【知】分数÷整数の計算のしかたを理解している。 

 
（３）本時の具体の評価規準と支援を要する児童への対応・手立て 
 
十分満足できる（◎） おおむね満足できる（○） 支援を要する児童への対応・手立て

・分数÷整数の計算のしかたが

わかり，自分の言葉でまとめ

ている。 
・分数÷整数の計算ができる。

（練習問題１００％） 

・分数÷整数の計算のしかたが

わかる。 
・分数÷整数の計算ができる。

（練習問題８０％） 

・中間まとめを確認しながら，個別

に指導する。 
・まとめを確認しながら，どのよう

に計算したらよいか個別に指導

する。 
 
 
 



（４）本時の指導について 
  ① 本時のとらえ 
    分数÷整数の原理を把握する授業 
 
  ② 原理を把握するためのコース毎の手立て 
 
  〔ばっちりコース〕 
     ・既習の分数÷整数の式と本時の式との相違点から，課題意識を持たせる。 

・面積図を用いて整数で割る意味を考え，単位分数が「何分の一になるのか」をとらえさせる。 
   ・面積図から分数÷整数の答えを出し，それが単位分数のいくつ分になっているのかを式にするこ

とで分数÷整数の原理を把握させる。 
   
  〔しっかりコース〕 
   ・既習の分数÷整数の式と本時の式との相違点を見つけ，カードを仲間分けする活動から，課題意

識を持たせる。 
・既習の分数÷整数の考えをもとに同値分数を作ればよいことに気づかせ，自力解決させる。 
・同値分数を割る式変形から，分数÷整数の原理を把握させる。 

  
  〔チャレンジコース〕 
   ・既習の分数÷整数の式と本時の式との相違点を見つけ，カードを仲間分けする活動から，課題意

識を持たせる。 
・既習の分数÷整数の考えをもとに同値分数を作ればよいことに気づかせたり，わり算のきまりを

使えることに気づかせたりしながら，自力解決させる。 
・解決方法を検討し，共通点を見出すことで分数÷整数の計算の原理を把握させる。 



（５）－１ 本時の展開〔ばっちりコース〕 

段
階 学習過程 学習内容 

（◎主な活動、○主発問・予想される児童の反応） 

指導上の配慮事項と評価

【 】主な評価の内容と方法 

◎十分満足できる 

○おおむね満足できる 

→支援を要する児童への手立て

つ
か
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
分 

１．興味・関心 
 
 
 
 
 
 
 
２．課題把握 
 
 

◎問題をとらえる。 
 
 
 
○前の時間の計算と違うところはどこですか。 
・÷２が÷３になっている。 
・４÷２でわり切れたけど，４÷３はわり切れない。 
 
◎学習課題を把握する。 
 
 
 
 

 
 
 
 
・前時までの学習を想

起し，本時との相違

点を明らかにする。 
 
・既習と未習を比較す

ることで，課題意識

を明確にする。 
 

見
通
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７
分 

３．見通し ◎解決方法の見通しを持つ。 
○答えはどこの部分ですか。 
・１のところ 
・１つぶん 
 
 
 
 
 
 
○何を使って考えますか。 
・面積図 

 
・数直線から答えの予

想を立てる。 
 
・数直線図を面積図に

変えることによっ

て，答えがどこにな

るのか見当をつけ

る。 
 

考
え
る 

４．課題追究 
（１）課題解決 
 

◎面積図を使って答えを求める。 
○面積図を描きながら，答えを見つけましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 答え 
 

・面積図を自分の力で

書いていくことが困

難な児童が多いの

で，プリントを用意

しそれに書き込む形

で，自力解決させる。

４ 
５ 

÷３ ４ 
５

÷２

４ 
５ ÷３のような分子がわりきれないときの計算

のしかたを考えよう。

   
   
   
   
   

０ ３

   
   
   
   
   

０ ３１

 ４ 
１５

    
    
    
    
 

０ 

０ 

１ ３

□

４ 
５



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⒛
分 

（２）解決の確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）中間まとめ 
 

◎面積図で出た答えを確認する。 
○面積図で出した答えを式にして考えていきましょう。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ４     ４ 
    ５    ５×３ 
          ４ 
         １５ 
◎４ 
 ５ 
・分数を整数でわる計算は，分子はそのままにして，分

母にその整数をかける。 

・面積図に縦に線を引

いたことにより単位

分数が   になる

ことに気づかせる。 
・面積図での手順を確

認しながら，児童と

一緒に式にしてい

く。 
・分母の１５は５×３

で出したことから，

分母に整数をかけて

いることに気づかせ

るようにする。 
 
 
 
・言葉で中間まとめを

する。 

確
か
め
る 

 
 

５
分 

５．一般化 ◎定着問題を解く。 
○この方法でほかの問題もできるか確かめましょう。 
２         ４ 
５         ５ 
 
３        ２ 
４        ５ 

・面積図で同じように

解くことができるか

確認する。 
 ２ 
 ５ 
・約分のしかたを確認

をする。 
ま
と
め
る 

６．まとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．練習 

◎学習内容をまとめる。 
 
 
 
     ○     ○ 

□ □×△ 
 
 
 
 
 
◎練習問題を解く。 
○練習問題を解きましょう。 
（１）３        （２）２     （３）７ 
   ４       ３        ９ 
（４）８    （５）８ 
   ３       ７ 
 

【知】 
◎分数÷整数の計算の

しかたがわかり，自分

の言葉でまとめてい

る。 
○分数÷整数のわり算

のしかたがわかる。 
→中間まとめを確認し

ながら，個別に指導す

る。 
 
【表】 
◎分数÷整数の計算が

できる。（練習問題

100%） 
○分数÷整数の計算が

できる。（練習問題

80%） 
→まとめを確認しなが

ら，計算の手順を個別

に指導する。 

÷△＝  

分数÷整数は、（分子）はそのままにして，

（分母）にその整数をかける。

÷３＝

＝

÷３の計算のしかたをまとめる。

 １ 

１５ 

０ ３１ 

   
   
   
   
    １ 

１５ 

÷３ ÷２

÷３のみ 

÷７ ÷２

÷７ ÷５ ÷３ 

÷４ ÷４



 
 
板書計画〔ばっちりコース〕 

 
 
 
 
 
 

８
分 

 
 
 
８．自己評価 
 
 
９．次時の予告 

 
 
 
◎学習を振り返る。 
 
 
◎次時の学習内容を知り，興味を持つ。 

・途中で約分をできる

ときは，約分をする

ことを確認する。 
・本時の学習でわかっ

たことや学習感想を

記録させる。 
・次時は，他の分数の

計算について知らせ

る。 

                 ○考                       ○ま 
                              
                              
○課                              
                              
                              
                              
○見                             
                               
 
 

４ 

５ 
÷３ 

４ 

５ 

いときの計算のしかたを考えよう。 

÷３のような分子がわりきれな 

 １ 

１５ 

４     ４ 

５    ５×３ 

      ４ 

     １５ 

÷３＝ 

＝
そのまま

分母に整数をかける

分数÷分数は、（分子）はその

ままにして、（分母）にその整

数をかける。 

○ ○ 

 □   □×△ 
÷△＝ 



（５）― ２ 本時の展開〔しっかりコース〕 

段
階 

学習過程 
学習内容 

◎主な活動・○主発問・予想される児童の反応 

指導上の配慮事項と評価 

【 】主な評価内容と方法

◎ 十分満足できる 

○  おおむね満足できる

→ 支援を要する児童への手

立て 

つ
か
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
分 

１.興味・関心 

 

 

 

 

 

２.課題把握 

◎ 問題をとらえる。 

 

 

○
４

５
 ÷２ の式と何が違いますか。 

・ 分子がわりきれない。 

◎ わり算カードを仲間分けする。 

 

 

◎ 学習課題を把握する。 

・ 提示したわり算カード

の式と，既習の式との

違いに気づかせる。 

・ 複数のわり算カードを

仲間分けすることで，

分数÷整数には，既習

内容を使って解けるも

のと解けないものとが

あることに気づかせ，

課題意識をもたせる。

見
通
す 

 
 
 
 
 

８
分 

３.見通し ◎ 解決方法の見通しをもつ。 

○ 分子がどんな数だったらわりきれますか。

・ ３の倍数。 

○ 分子を３の倍数にするには，どうしたらい

いですか。 

・ 
４

５
  ＝ 

４×□

５×□
  

・ 分母と分子に同じ数をかける。 

・ かけ算九九の答えをい

うことが予想される

が，それらが３の倍数

であることに気づかせ

る。 

・ 同値分数のつくり方を

想起させる。 

考
え
る 

４.課題追究 

（１）課題解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 既習事項を生かしながら，問題を解く。 

  
４

５
  ÷ ３ ＝ 

４×３

５×３
  ÷ ３ 

        ＝ 
４×３÷３

５×３
  

        ＝ 
４

５×３
 ＝ 

４

１５
  

・はじめに，
４

５
 の分母と分子を３倍する。 

・次に分子を３でわる。 

・だから答えは
４

１５
  

・ つまずいている児童に

は，同値分数の考え方

を個別に支援する。 

（補助プリント） 

・ 計算が終わった児童に

は，計算のしかた（順

序）の説明を書かせる

ようにする。 

分数÷整数で，分子がわりきれないときの

計算のしかたを考えよう。 

４

５
 ÷３ 

２

５
 ÷３

３

４
 ÷７

４

５
 ÷２ 

２

５
 ÷２



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分 

（2）解決の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）中間まとめ 

◎ 面積図で答えの確認をする。 

   

   

   

   

   

   

   

 

    0      1       2      3 

分母が５×３ということは， 

分けられた１つ分は
１

５×３
 になる。 

分子が４×３ということは， 

１

５×３
 が４×３個分になる。 

分子の４×３を３でわることは， 

この分数を３つに分けた１つ分を求める

ことだから，
１

５×３
 が４つ分になる。  

◎ わかったことをまとめる。 

○
４

５
 ÷３の計算のしかたはどうしたらいいですか。

・分母にわる数の３をかける。 

   

   

   

   

   

   

・ 計算の仕方と答えを確

認する。 

・ 途中の計算が，面積図

の上ではどう表される

かを考えさせ，視覚的

に量感をとらえさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・
４

５
 ÷３の計算の仕方を

言葉で言わせ，中間まと

めとする。 

確
か
め
る
５
分 

５.一般化 ◎ 定着問題を解く。 

○ この方法で，ほかの問題も解けるか確か

めよう。 

          

・一題目は穴埋め形式で出

題する。（プリント） 

４

５
  

２

５
 ÷３ 

３

４
 ÷７

４

５
 ÷２

２

５
 ÷２

17 



ま
と
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分 

6.まとめ 

 

 

 

 

 

 

７.練習 

 

 

 

 

８.自己評価 

 

 

 

 

 

９.次時の予告 

 

 

 

◎ 学習内容をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

◎ 練習問題を解く。 

 

 

 

 

◎ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

◎ 次時の学習を知り，興味を持つ。 

【知】 

◎分数÷整数の計算のし

かたが分かり，自分の言

葉でまとめている。 

○分数÷整数の計算のし

かたを理解している。 

→中間まとめを確認しな

がら個別に指導する。 

【表】 

◎分数÷整数の計算がで

きる。(練習問題 100％）

○分数÷整数の計算がで

きる。（練習問題８０％）

→まとめを確認させなが

ら個別指導する。 

・ 進度が速い児童には発

展問題にも取り組ませ

る。 

・ 次時は分数の他の計算

について学習すること

を知らせる。 

板書計画〔しっかりコース〕 
 

10 

２

３
 ÷５ 

７

９
 ÷３

分数を整数でわる計算は，分子はそのまま

にして，分母にその整数をかけます。 

 
●

■
 ÷▲＝ 

●

■×▲
  

３

２
 ÷４

４

９
 ÷８

８

３
 ÷４

５

６
 ÷５ 

 ４
５
 ÷３ 

 

○課  

 
 
 
 
 

○見  

  
４

５
  

 
 

○考
４

５
 ÷３＝

４×３

５×３
 ÷３ 

     ＝
４×３÷３

５×３
  

      ＝ 
４

５×３
  

＝
４

１５
  

 

 

 

  

 
   

   

   

   

   

 
   

0      1      2      3 

○ま  

分数÷整数で，分子がわ

りきれないときの計算

のしかたを考えよう。 

×３ 

・・・３，６，９，１２ 
・・・・・・・  □ 

×３ 

４

５
  

分数を整数でわる計

算は，分子はそのまま

にして，分母にその整

数をかけます。 
●

■
 ÷▲＝ 

●

■×▲
  



 

 

（５）－３ 本時の展開 〔チャレンジコース〕 

段

階 
学習過程 

学習内容 
（◎主な活動，○主発問・予想される児童の反応）

指導上の配慮事項と評価 
【 】主な評価の内容と方法

◎十分満足できる 
○おおむね満足できる 
→支援を要する児童への

手立て 
 

つ
か
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５
分 

１．興味・関心 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．課題把握 

◎問題文を読んで，題意をとらえる。 
 
 
 
◎わり算カードを仲間分けする。 

・
２

５
 ÷３ 

３

４
 ÷７ 

４

５
 ÷２ 

２

５
 ÷２ 

○この式は，今までとどこが違いますか。 
・分子がわりきれない。 
◎学習課題を把握する。 
 

 
 
 
 
・わり算カードを使い，本

時の課題を明らかにし，

課題を設定していく。 
 
 
 
 
 
 
 

見
通
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
分 

３．見通し ◎解決方法の見通しを持つ。 
○答えはいくつくらいになりそうですか。 

・
１

５
 より大きい。 

○分子がわり切れないときは，どうすればよいで

すか。 
○分子がどのような数だったらわり切れますか。

・３，６，９，１２，１５…３の倍数のとき。 
○分数÷整数を整数÷整数になおす方法は，あり

ませんか。 
・「わり算では，わられる数とわる数に同じ数を

かけても商はかわらない。」というきまりを使

う。 

 
・分数は，同値分数に変形

できることを確認する。

 
・既習の整数÷整数にすれ

ば計算できること，その

ためには，わられる数を

整数になおさなければ

ならないことを確認す

る。 

考
え
る 

４．課題追究 
(1) 課題解決 
 

◎
４

５
 ÷３の答えを見つける。 

＜同値分数をつくり，分子をわり切れる数に変え

る方法＞ 
４

５
 ÷３＝

４×３

５×３
 ÷３ 

    ＝
４×３÷３

５×３
  

    ＝
４

５×３
  

    ＝
４

１５
  

 
 
 
 

・
４

５
 ÷３＝

１２

１５
 ÷３と書

いた児童に対しては，同

値分数
１２

１５
 が

４×３

５×３
 

という計算で出された

ことを確認する。 
 

４

５
 ÷３の計算のしかたを考えましょう。 

分数÷整数で，分子がわりきれないときの

計算のしかたを考えよう。 



 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 解決の確認 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 中間まとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜わり算の性質を用い整数÷整数にして計算す

る方法＞ 
４

５
 ÷３＝（

４

５
 ×５）÷（３×５） 

    ＝４÷（３×５） 

    ＝
４

３×５  

    ＝
４

１５
  

◎２つの解き方の共通点を確認する。 
○２つの解き方で，共通しているところはありま

せんか。 

・答えがどちらも
４

１５
 になっている。 

・
４

５×３
 ＝

４

３×５ ＝
４

１５
 のところが似ている。

・分母にわる数をかけている。 

◎
４

５
 ÷３の計算のしかたをまとめる。 

○
４

５
 ÷３は，どのように計算すればよいことが

わかりましたか。 

・
４

５
 ÷３＝

４

５×３
  

     ＝
４

１５
  

○わかったことをキーワードでまとめる。 

 分子はそのまま 分母にかける 

 
 

・（
４

５
 ×10）÷（３×10）

 ＝８÷（３×10） 

 ＝
８

３×10  

 ＝
４

１５
  

と書いた児童に対して

は，計算の過程に
４

３×５ 

があることを確認する。

 

・計算の過程に，
４

５×３
 ，

 
４

３×５ があることに気

づくことができるよう

板書し，分子はそのまま

にして分母にわる数を

かけることを確認する。

 

確
か
め
る 

５
分 

５．一般化 ◎定着問題を解く。 
○この方法で他の問題もできるか確かめましょ

う。 

・
２

５
 ÷３ 

３

４
 ÷７ 

４

５
 ÷２ 

２

５
 ÷２ 

 

・途中で約分できる場合

は，約分をするとよいこ

とを確認する。 
 
 
 
 

ま
と
め
る 

６．まとめ 
 

 【知】 
◎分数÷整数の計算のし

かたがわかり，自分の言

葉でまとめている。 
○分数÷整数の計算のし

かたがわかる。 
→中間まとめを確認しな

がら個別に指導する。 
 

分数を整数でわる計算は，分子はそのま

まにして，分母にその整数をかける。 
○

□
 ÷△＝

○

□×△
  



 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 

７．練習 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．自己評価 
９．次時の予告 

◎練習問題を解く。 
○練習問題を解いてみましょう。 

・
２

３
 ÷５ 

７

９
 ÷３ 

８

５
 ÷９ 

11
７

 ÷４ 

・
５

６
 ÷５ 

４

９
 ÷８ 

８

３
 ÷４ 

７

６
 ÷７ 

※１
１

２
 ÷４ １

１

７
 ÷３ １

１

７
 ÷４ １

２
13 ÷10 

 
◎学習をふり返る。 
◎次時の学習内容を知り，興味を持つ。 
 

【表】 
◎分数÷整数の計算がで

きる。（練習問題 100％）

○分数÷整数の計算がで

きる。（練習問題 80％）

→まとめを確認しながら

個別指導を行う。 
※は，発展問題。 
 
 
・次時は，分数の他の計算

について学習すること

を知らせる。 
 
 

板書計画〔チャレンジコース〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○問             ○課               ○ま  

 
 

             ○見 同じ大きさの分数をつくる。 

    
２

５
 ÷３  

３

５
 ÷７   分数÷整数を整数÷整数にかえる。 

    
４

５
 ÷２  

２

５
 ÷２ ○考

４

５
 ÷３＝

４×３

５×３
 ÷３ 

４

５
 ÷３＝（

４

５
 ×５）÷（３×５） 

                  ＝
４×３÷３

５×３
     ＝４÷（３×５） 

                   ＝
４

５×３
       ＝

４

３×５
  

＝
４

１５
        ＝

４

１５
  

 

４

５
 ÷３の計算のし

かたを考えましょ

う。 

分数÷整数で，分子がわ

りきれないときの計算の

しかたを考えよう。 

分数を整数でわる計算

は，分子はそのままにし

て，分母にその整数をか

けます。 
○

□
 ÷△＝ 

○

□×△
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